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資料№４ 

（たたき台）第１〜４章 

●計画の基本情報と市の地域特性 





№ 区分 ﾍﾟｰｼﾞ 委員質問・意⾒等 対応案

1

第２章
１（２）
温暖化の
現状

7

（２）温暖化の現状 本⽂６〜７⾏⽬
〜他県と⽐較して新潟県が最も多く上位 に⼊っており、
〜
＊群⾺県も同数の４地点となっている。「群⾺県と並ん
で」を⼊れるかどうか検討してはどうか。

「〜他県と⽐較して新潟県が群
⾺県と並んで最も多く〜」に修
正しました。

2

第２章
１（２）
温暖化の
現状

7

既に地球温暖化は待ったなしの状況にあるが、この夏の
猛暑は、誰もが異常気象を実感していると思う。7ページ
には猛暑⽇についての記載があるが、中段のグラフは新
潟市のものである。⻑岡市のデータが17ページ、18ペー
ジに記載があるのはわかるが、この７ぺージにおいて
は、⻑岡市のグラフが欲しいと感じた。

産業⾰命（1750~1830年）後の
⻑期間の地域の変化を表⽰する
ため、100年間分のデータのある
新潟市のグラフとしました。ほ
かに適切なデータを整理できる
か検討します。

3

第２章
１（３）
温暖化の
将来予測

8
市⺠にできるだけわかりやすくするため、IPCCなどの⾔
葉について説明が必要かと感じた。

市⺠の⽅にわかりやすいよう
に、コラムや注釈などにより説
明します。

4

第４章
４（２）
再⽣可能
エネル
ギーの賦
存量

23
「賦存量」という⾔葉が難しい。
「導⼊可能量」という表現が良いのではないでしょう
か。

市⺠の⽅にわかりやすいよう
に、説明を加えます。

5

第４章
５（２）
世論調査
５（３）
県⺠調査

27、28
これらの統計データは、あまり意味をもたないと思うの
で、削除して良いのではないでしょうか。

24ページの説明⽂で、世代に
よって意識の温度差があること
を説明しているため、国のデー
タを加えました。また、気候変
動への適応策を考える参考に県
データを加えたものです。全体
のバランスを⾒て削除を検討し
ます。

6

⻑岡市地
球温暖化
対策実⾏
計画

全体

市⺠のみなさんに公開する場合、その概要を短時間の動
画にまとめたりすると幅広い世代にとって分かりやす
く、またより多くの⽅から「⾒てみよう（読んでみよ
う）」と思ってもらえるのではないかと思いました。

広く関⼼を持ってもらうため、
計画の改定が終わり次第、各分
野ごとに短い動画を制作してい
きます。

7

⻑岡市地
球温暖化
対策実⾏
計画概要
版

全体
⼀⽬でわかるA４⽤紙1枚程度の概要書や概要版を作成し
公開されますでしょうか。

A４表裏１枚の概要版を作成し、
⼩中学校をはじめとした公共施
設への設置や、ＨＰでの公開を
⾏います。

※この他、ご指摘いただいた誤字等は修正しました。

第２回⻑岡市環境審議会前の質問・意⾒等のまとめ
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第１章  計画の基本的事項  

計画の基本的事項 
 

１ 計画改定の趣旨 

長岡市は、令和５年３月に、脱炭素社会への移行に向けた環境基本計画の見直しとエネルギー

政策である長岡市カーボンニュートラル チャレンジ戦略 2050 の策定を行いました。 

環境基本計画で掲げた「脱炭素・資源循環型のまち」に向け、エネルギーの分野では、徹底し

た省エネ対策の推進、再生可能エネルギーの日常的な利用、地域資源の循環促進を基本方針とし

て、温室効果ガスの排出削減対策（緩和策）を推進しています。 

このたびの改定では、国による地球温暖化対策推進法と気候変動適応法の改正を踏まえた対応

が必要なこと、再生可能エネルギーの促進エリアとＣＯ２吸収源の取組、気候変動の影響による被

害の回避・軽減対策（適応策）についても基本方針を示す必要があることから、地球温暖化対策

実行計画の改定を行います。 

 

○見直しの視点 

・脱炭素社会への移行に必要な行動を示す視点 

・環境負荷を減らし、循環型社会を進める視点 

・温暖化を緩和する取組の役割分担を示す視点 

・気候変動による悪影響を最小限に抑え、適応していく視点 

 

○見直しの内容 

・温室効果ガスの排出状況や排出原因などを整理し、取組方針を具体化 

・各分野における徹底した省エネルギーの取組を具体化 

・再生可能エネルギーの導入を進めていくエリアの提示 

・水害への対応策や資源としての水の活用など、水とのさまざまな向き合い方を提示 

・市街地に緑を増やすなど熱中症を低減させる取組 

・住宅や自動車関係などの市民が取り組める内容を提示 

・気候変動に対応した生活スタイルの提示 

 

  

１ 計画改定の趣旨 
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２ 目指す将来像 

目指す将来像は、環境基本計画で掲げている次のとおりとします。 

 

 

 

地球温暖化の防止は、どのように解決できるか国際社会が一体となって取り組む重要な課題で

す。そして、気候変動に起因して発生する自然災害による被害の激甚化リスクを低減させること

も重要な視点です。 

世界の平均気温上昇を産業革命前に比べて 1.5℃に抑える世界共通の目標達成は並大抵なこと

ではありません。行政には率先して温暖化防止活動に取り組むこと、市民には日頃から脱炭素社

会を意識した行動を開始すること、事業者には原材料から製造、製品の使用、廃棄まで、サプラ

イチェーン全体を考えて行動することが求められます。 

 

  

【脱炭素・資源循環型のまち】 

脱炭素社会を目指し、省エネルギーの取組や再生可能エネルギーの導入が 

加速されるとともに、廃棄物の発生が抑制され、資源が循環利用されることで 

生活の豊かさが実感できる、地球にやさしい循環型のまち 

 

２ 目指す将来像 



 

3 

 

３ 計画の位置づけ 

脱炭素社会を目指す本計画は、本市の長期的・総合的な展望に立った市政運営の基本構想であ

る「長岡市総合計画」、愛着と誇りの持てる「ふるさと長岡」を実現する「長岡市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」及び「長岡市環境基本計画」を上位計画とし 、国や県の地球温暖化対策に関

する計画との整合性を図るものとします。 

【関連する世界・国・県の主な動向と計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の期間 

本計画の対象期間は、「2050 年の温室効果ガス排出量実質ゼロ」に向け、中期目標を 2030 年、

長期目標を 2050 年としています。本計画では、2030 年度における 2013 年度比 46％削減目標を

超えて、国が目標とするさらなる高みを目指します。 

【本計画の期間と目標年】 

 

 

  

３ 計画の位置づけ 

2024（令和６）年度 2030（令和 12）年度 

中期目標 

2050（令和 32）年度 

長期目標 

総合計画（2016） 

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020） 

第４次環境基本計画（中間見直し）（2023） 

 

地球温暖化対策 

実行計画 

長岡市 

・カーボンニュートラル 

チャレンジ戦略 2050（2023） 

・一般廃棄物（ごみ）処理基本計

画（中間見直し）（2024） 

 

・公共施設等総合管理計画

（2017） 

・国土強靭化地域計画（2019） 

・立地適正化計画（2023） 

など 

  

計 画 の 対 象 期 間 

世界の動向 

 

 

国の動向 

 

 

 

県の動向 

 

 

 

世界の平均気温上昇を産業革命前と比べて 

1.5℃に抑えるパリ協定（2015）の推進 

2050 年カーボンニュートラル宣言（2020） 

地球温暖化対策計画（2021）脱炭素ロードマップ（2021） 

気候変動適応計画（2023） 熱中症対策実行計画（2023） 

新潟県気候変動適応計画（2021） 

新潟県 2050 年カーボンゼロの実現に向けた戦略（2022） 

新潟県地球温暖化対策地域推進計画 2017-2030（2022） 

４ 計画の期間 
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５ 本計画の構成 

本計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律（以下「地球温暖化対策推進法」という。）第 21

条に基づく地方公共団体実行計画（区域施策編）及び地方公共団体実行計画（事務事業編）に位

置づけるとともに、気候変動適応法第 12 条に基づく地域気候変動適応計画として位置づけます。 

本計画では、地球温暖化と気候変動の影響を低減させるため、緩和策と適応策を両輪として推

進します。 

 

・緩和策：地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出削減対策 

・適応策：既に生じている、あるいは将来予測される気候変動による被害の回避・軽減対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：環境省資料を基に作成  

５ 本計画の構成 

・節電、省エネルギー対策の推進 

・再生可能エネルギーの日常的な利用 

・森林の整備によるＣＯ２吸収源対策の

推進 

・公共交通機関の利用促進 

など 

・熱中症の予防 

・感染症への備え 

・ハザードマップの周知・啓発 

・施設整備による河川の氾濫等の防止 

・農水産物への影響の対策 

など 

温室効果ガスの増加 

化石燃料の使用による 

二酸化炭素の排出など 

環境の変化 

種の喪失、健康リスク、

食料不足など 

気候変動 

気温上昇（地球温暖化） 

降雨パターンの変化 

海面水位上昇など 

適応 

様々なリスクを予測して 

被害を回避・軽減できるように、 

生活環境などを適応させます。 

緩和 

原因である温室効果ガスの排出を

抑制することで、地球温暖化の 

スピードを緩和させます。 
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本計画の構成は以下のとおりとします。 

 

 

目標と取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 計画の基本的事項 

計画改定の趣旨や目指す将来像【脱炭素・資源循環型のまち】の実現、 

関連計画との位置付け、期間など 

第２章 地球温暖化・気候変動の現状と将来予測 

 
地球温暖化の進行、気候変動による影響 

第３章 地球温暖化対策に関する近年の動向 

世界・国内の動き、市の取組 

第４章 長岡市の地域特性 

年平均気温、降水量、再生可能エネルギーの賦存量など 

第５章 温室効果ガス排出量の現状 

国・県・市の温室効果ガス排出量の推移 

第６章 市全域における地球温暖化・気候変動対策 

・計画の目標 

・温暖化を遅らせる、緩和させる取組（緩和策） 

  徹底した省エネ対策や再生可能エネルギーの日常的な利用、地域資源の循環、 

再生可能エネルギー導入促進エリア・ＣＯ２吸収源促進エリアの推進 

・温暖化に適応していく取組（適応策） 

  気候変動に対する熱中症対策や自然災害対策などの取組 

第８章 計画の推進 

市民・事業者の行動指針、計画の推進体制と進捗管理 

第７章 市役所業務における温室効果ガス削減 

市有施設における温室効果ガス排出量の現状や計画の目標と削減に向けた取組 
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第２章  地 球 温 暖 化 ・ 気 候 変 動 の 現 状 と 将 来 予 測  

地球温暖化・気候変動の現状と将来予測 
 

１ 地球温暖化の進行 

（１）温暖化のメカニズム 

太陽からの光（太陽放射）は、地球の大気

を通過し、地表面を暖めます。暖まった地表

面は熱（赤外線）を宇宙空間へ放出し、大気

中にある熱を吸収するガスが、その熱の一部

を吸収して大気が暖まります。このガスを温

室効果ガスと呼びます。 

温室効果ガスが増加すると熱の吸収量が

増えるため、地表付近の気温が上昇します。

これを地球温暖化と呼びます。 

地球の歴史では約 10 万年の周期でゆるや

かに温暖化と寒冷化が繰り返されています。

しかし、産業革命以降の温室効果ガス増加による急激な気温上昇が深刻な問題を引き起こしてい

るため、地球温暖化が問題になっています。 

 

地球温暖化の原因となる温室効果ガスのうち、化石燃料の燃焼などの人間活動によって増加し

たものとして、二酸化炭素（ＣＯ２）、メタン（ＣＨ４）、一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）、フロンガスが挙

げられます。 

【人間活動による温室効果ガス総排出量の内訳】 【日本の部門別ＣＯ２排出量（2021 年度）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：新潟県「＜参考資料＞気候変動による新潟県への影響 データ集（2022）」ＣＯ２換算ベース

の温室効果ガスの種類別割合を基に作成 

環境省「2021 年度（令和 3 年度）温室効果ガス排出・吸収量」を基に作成  

１ 地球温暖化の進行 

資料：新潟県「＜参考資料＞気候変動による新
潟県への影響 データ集（2022）」より 

【地球温暖化のメカニズム】 

電気由来

4.1％

電気由来

13.4％

電気由来

0.7％

電気由来

13.0％

電気由来

9.8%

合計

11億800万t

エネルギー転換部門

7.9％

工業プロセス

製品の使用・その他

4.3％

家庭部門

14.7％

産業部門

35.1％

廃棄物分野

2.8％

運輸部門 17.4％

業務その他部門

17.9％


